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　「ただいまー。」クリスマスの日に息子

が帰ってきた。前日には娘の学校のお友達

を呼んで親子でクリスマスを楽しんだ。鳥

のお腹に肝とたまねぎに、にんにくをたっ

ぷり入れて炒めたものと、牛乳に漬けたぶ

どうパンを混ぜ合わせしっかりと塩で味を

つけ詰める。タコ糸で縫う作業にも慣れた

のか、今年の娘はベテラン助手に成長して

いた。

　パーティの名残が残るツリーの下で、息

子も「彩ちゃんまたおおきなったなー。」

と３ヶ月ぶりの再会を楽しんでいる。大掃

除にお正月の飾り付け、バタバタと慌しい

まま30日の早朝に家族で北海道に向かった。

向かうは洞爺湖ウインザーホテル。

　「彩、ストックなしで滑れるよー。」冬

に春、共に参加したスキー合宿が功を奏し

たのか、なだらかな斜面ではあるが、一度

もストックを持たずに娘はスイスイと滑っ

て行く。主人はと言えば十数年振りのゲレ

ンデ。慎重な主人を尻目に娘はそのスピー

ドを加速させている。息子と私は共にマイ

ペース。　

午後からは二人でスキーを止めてジムに

行った。「本気でどうにかしなママやばい

で。」と体積が増すばかりの私に向かって、

マシーンのペダルから足を離すなと息子の

叱責が飛ぶ。

　ロンドンでは日本人ばかりで構成されて

いるサッカークラブに入り、毎週土曜日に

練習を重ねて来たが、２月に大きな試合が

あるらしく、いつになく真剣な息子の取り

組みに既に息切れ状態の私はギブアップ。

ぬるめの温泉にゆったりと浸かり、このス

タイルがやっぱり一番とやけに納得してし

まった。

　何故か小さな頃から手先を動かす事が好

きで、冬になるといつも編み物をしていた。

今回もぎりぎりまで娘のセーターを編んで

いたので、肩の凝りというものを普段感じ

た事がない私でも重く感じていた背中が徐

々にほぐれていく気がする。

　『かわいいセーターやねー』幼い頃、友

達のお母さんに言われた。母が祖父の小さ

く縮んでしまったアルパカの下着をリフォ

ームしたらしく、ベージュ色のシャツが、

Ｖ型の襟とそでぐりに刺繍された真っ赤な

さくらんぼによって、見事に女の子用のセ

ーターに変身していた。母も自慢の出来だ

ったらしく、「よう似合うわー。」とその

セーターを着る度に言った。三人姉妹に年

の離れた弟。次女の私はいつも忙しい母と

のそんな会話が嬉しくて、好んでそのセー

ターを着ていたような気がする。

　手作りの服やセーターを着せてくれる度

に耳元で「かわいい洋服はいっぱい売って

いるけど、これは世界に一つだけ。」と囁

いた母の声が今も心の真ん中にある。

　洋裁は苦手だけれど、娘の服は手直しを

加える。丈の短くなったスカートはレース

や色とりどりのリボンを何重にも重ねて丈

を伸ばし、お気に入りのブラウスは脇と袖

を大胆に切り離し、夏物なら幅の広い綿レ

ース、冬物は手編みで長さの合った物を編

んで付け、サイズを大きくする。この作業

が実に楽しい。

　居間の真ん中にある小さな箪笥。六段の

引き出しには大好きなピンク色の毛糸で花

の刺繍をしてガラスをはめ込んでもらった。

自作の箪笥の引き出しには全て手芸用品が

入っている。お気に入りのはぎれ、息子を

訪ねてロンドンへ行く度に立ち寄る小さな

手芸店で見付けたレースやリボンやボタン。

特に：手芸品バーゲン：と掲げられた看板

に弱く、必ず覗いて見たくなる。豪華なレ

ースのリボンが叩き売りのような値段であ

ると、感動して何年分もの幸せが一気に来

たような気になる。わくわくと持ち帰りこ

の箪笥にしまう。

　「ここ直してくれる。」娘が良く使う言

葉。セーターを編み上げるたび私も母のよ

うに『世界に一つしかないよ。』と囁きか

ける。手作りの温もりが何時までも、仄か

に温かい湯たんぽのように娘の心を暖め続

けて欲しい。

　エコが常に話題になる今日。何代も手直

しを加え受け継がれて来た文化が見直され

る。物を慈しみ大切にする気持を何より持

ち続けて欲しい。

　カラーテレビに目を奪われ、新幹線に感

動し、使い捨てを新鮮だと感じた。ござを

片手におにぎりを持ち友達と夕暮れまで遊

んだ幼い頃。小学校に入り急速に周りがざ

わめき始め、気が付けば光化学スモックが

発生したと授業が止まった。娘達は今盛ん

にエコを口にする。朝の歯磨きは水の節水

に心がけ、部屋の電気は最小限に抑える。

テレビのスイッチは電源の基を切り、旅行

に出ればその土地のエコ対策を調べる。

　ともすれば水を止め忘れ、煌々と明るい

部屋が大好きな私は、夏休みの宿題で：如

何にエコを実践したか：のテーマで環境庁

から表彰状を貰ったクラスの一員である娘

の、鋭い監視にさらされて少々窮屈な思い

もしている。

　今回訪れた洞爺の街にはバイオ車が走っ

ていると感動する姿に、これから何十年も

このままで悪化の一途を辿る地球環境と、

真筆に向き合って生きる娘達を思い複雑な

気持ちになった。

　「おはよう。」朝六時。朝食の準備をし

ている私に階段を下りてきた娘が元気に声

を掛けてきた。冬休みも終わり今日からま

た学校が始まる。二月の卒業を控え、連日

最後の学生時代を謳歌すべく、日本の友人

と遅くまで語り飲み明かしている息子も、

明日にはまた機上の人となる。
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最近のお引渡し現場 ②

平成19年12月引渡し

場所 ： 京都市南区
Ｈ様邸改修工事　 平成19年12月引渡し

場所 ： 京都市左京区

最近のお引渡し現場 ①
ほんの一例ですが…

改修工事

○「旬」　「開花」　「釣」

　　毎年購入している「旧暦カレンダー」を今回も購入。その「旧暦カレンダー」
　がいうところの2008年（平成20年）は？

　
  ○概況：四季順循（季節のぶれが少ない）

　○四季の区分

　
  
  ○旧暦遵守の五節句と中秋の名月

○四季の見通しと主な年中行事

　（春）花気満山（穏やかな春の訪れ）

　（夏）早雲飛火（早魃気配の厳しい夏）

　（秋）秋風不尽（好天なれど風荒れる）

　（冬）寒流雪満（寒波早く厳しい冬）

○2008年～2009年の満月

年始のご挨拶

宮 川 浩 一

　皆様、新年あけましておめでとうござい
ます。皆様には、昨年１年間この瓦版にて
お付き合い頂きました事、そして本年もお
付き合い頂けます事を心より感謝申し上げ
ます。
　振り返りますと、私は昨年の年頭の瓦版
にて１年のテーマを「皆様との交流」と掲
げさせて頂きました。毎回多くの方から暖
かいお言葉を頂戴し、私自身も大変勉強さ
せて頂き、成長させて頂けたと感謝いたし
ております。
　昨年の感謝と本年の期待を込めまして、
今年も１年のテーマを掲げ、皆様と関わら
せて頂きたいと考えております。
　そこで、気の利くテーマについてあれや
これやと考えました結果、本年の瓦版のテ
ーマは、なんと月並みな「感動」とさせて
頂きました。
　実は昨年１年間私を悩ませた、と言いま
すか、疑問を持たせた言葉があります。そ
れは「サプライズ」という言葉です。皆様
も巷で頻繁にお聞きになられた言葉ではな
いでしょうか。
　私はこの言葉に対して、どうも受け入れ
難いというか、結構な違和感を覚えていま
した。
　確かな根拠はないものの、最初はテレビ
番組などでチラホラと耳にしていた言葉で
すが、だんだんとこの言葉が膨張をはじめ、

何かサプライズのあるサービスが充実した
サービスのような、至っては成長する企業
には様々なサプライズが必要であるかのよ
うな、そんな用いられ方をしだしました。
　出席する勉強会や研修などでも堂々とサ
プライズの必要性を唱え出す状況が始まり
ました。どうも気持ち悪いので、私は納得
のいかない理由、この違和感を覚える言葉
についてよくよく考えてみました。皆様は
いかがですか？違和感はございませんでし
たか？
　今、取り沙汰されているサプライズとは、
文字通り要するにアッと驚く出来事です。
思いもよらなかったサービスを受けたとか、
考えもしなかった待遇を用意されたとか、
想像以上の安さで買えたとか、そういう種
のものです。特に飲食やホテルなどのサー
ビス業は日々こぞってサプライズを準備し
ます。サプライズ合戦です。
　よくよく考えてみた結果として、私の違
和感の根拠は、どうも前述の「サプライズ」
と日本古来から存在する「感動」とをはき
違えているのではないかというところに落
ち着きました。多分間違いないと思います。
　どうもインスタントっぽいんですね。直
ぐに食べたいというか、出来るだけ早く結
果をみたいというか。何となく「辛抱」と
か「努力」とか「伝統」とかの対極にある
言葉のように思えてなりません。
　お客様の為のサプライズと称して、結局
目の前の困難から、一時的に避難している
ようなそんなイメージが付きまといます。
この言葉を位置付けますと、当社の属する
建設業界でも同じ事が往々に当てはまりま
す。　
　「安い」だけではサプライズです。「凄
くデザインが良い」だけではサプライズで
す。「高い技術力」（自称）だけでもサプ

ライズです。（これは独りよがりというべ
きかもしれません）「高いプレゼン能力」
「コマーシャル」「営業能力」どれを捉え
ても、それぞれ単体ではむしろサプライズ
と言わざるを得ないと感じます。
　感動とは、相当の年月をかけて熟成させ
たものです。それこそありとあらゆる要素
を全てバランスよく調和させて出来上がる
もの、アッと驚くものではなく、じわっと
染み渡るものであるはずです。
　前述のような様々な要素が、お客様それ
ぞれにバランスよく調合され、一言で表す
と、「伝統を築こうとしている会社」創り
が本年のテーマ「感動」そのものだと感じ
ています。
　サプライズでは伝統は築けません。努力
なくして伝統は築けるはずがありません。
伝統とは会社の見栄の為にあるものではな
く、お客様の安心のためにあるはずです。　
　年齢のせいなのでしょうか、ありがたい
事ですが、最近老舗と呼ばれる会社やお店
にお邪魔する機会が増えました。そこでこ
の年になって初めて老舗が老舗と言われる
何かを感じることが出来ます。言葉では言
いにくいのですが、前述の集大成のような
空気です。驚きではなく、かといって媚び
諂うのではなく、そうかといって気位の高
い訳ではなく、ただ長年の歳月を通して愛
されるよう努力を続けた、続けている結果
が空気を創っています。その空気に安心と
感動を覚えるわけです。
　だらだら書き綴ってしまいましたが、た
かが14年程の会社ですが、将来に向けて本
年はこの「感動」創りに挑戦させて頂きま
す。何卒ご指導・ご鞭撻の程、そして新た
な１年間のお付き合いを、何卒よろしくお
願い申し上げます。

　　　　 愛(め)でたきもの

雛とミニチュアのお道具展

手作り講習会

日時：2008年2月29日（金） 午後1時半より

　　 　「古裂で作る押し絵雛の小箱」

講師：高山順子先生（古裂細工作家）

定員：15名　予約制・有料

※予約制　2月1日より予約受付開始
　　詳しくはお電話にてお問い合わせ下さい。
　　　（TEL　075‐751‐1777）

2008年 2月23日（土）～4月6日（日）

□開館時間：午前10時～午後5時　

□休 館 日：月曜日

□入 館 料：一  般 700円(550円)

            高大生 500円(400円)

            小中生 300円(200円)

         　（ ）内は団体10名様以上・前売料金

－ミニチュアで織りなす『源氏物語』の世界－

2008

2009

1月22日、2月21日、3月22日、4月20日、5月20日、6月19日、
7月18日、8月17日、9月15日、10月15日、11月13日、12月13日

1月11日、2月9日、3月11日、4月9日、5月9日、6月8日、
7月7日、8月6日、9月5日、10月4日、11月3日、12月2日

1月～ 3月

4月～ 6月

7月～ 9月

10月～12月

2月 7日～  5月 4日

5月 5日～ 7月31日

8月 1日～10月28日

10月29日～ 1月25日

旧暦 新暦換算 実際には新暦の

春 3月 8日頃から

夏 6月 4日頃から

秋 8月31日頃から

冬 11月28日頃から

七草 雛祭 端午 七夕 重陽 中秋名月

旧1月7日 旧3月3日 旧5月5日 旧7月7日 旧9月9日 旧8月15日

2008 2月13日 4月8日 6月8日 8月7日 10月7日 9月14日

年中行事 旧暦の日付 2008年

春節（旧正月） 1月1日

2月1日～14日 3月8日～21日

2月7日

東大寺お水取り

灌仏会 4月8日 5月12日

両国川開 5月28日 7月1日

大坂天神祭 6月25日 7月29日

盂蘭盆会 7月15日 8月15日

十三夜（栗名月） 9月13日 10月11日

べったら市 10月19日 11月16日

七五三 11月15日 12月12日

事始め 12月13日 2009年1月8日

冬

春

夏

秋

2月7日～3月7日

3月8日～4月5日

4月6日～5月4日

5月5日～6月3日

6月4日～7月2日

7月3日～7月31日

8月1日～8月30日

8月31日～9月28日

9月29日～10月28日

10月29日～11月27日

11月28日～12月26日

12月27日～1月25日

旧暦 新暦 旬 開花 釣

睦月

くわい・わけぎ・春菊・　

ホウボウ・ヤリイカ

椿・セツブンソウ・

梅・レンギョウ・

沈丁花

黒鯛・カワハギ・

マス・ワカサギ・

如月
フキ・三つ葉・セロリ・

シジミ・トビウオ

サクラソウ・桜・
ユスウラメ・木蓮

カレイ・ハタ・
ヘラブナ・サバ・
アイナメ

弥生

わらび・竹の子・

からし菜・桜鯛・

アサリ

桃・タチバナ・

山吹・レンゲ・

モロコ・ヤマメ・

ヒラメ・アジ・

卯月
サクランボ・
キャベツ・びわ・

ソラマメ・鰹

ツツジ・花菖蒲・
シャクヤク・

弁慶草・桐の花

黒鯛・ウナギ・

コチ・スズキ・

皐月

ジャガイモ・メロン・

サザエ・サクランボ
舌ヒラメ

あじさい・ユリ・
ハマナス・ザクロ・
紅花

アユ・ムロアジ・

シロギス・アナゴ・

ソウダガツオ

水無月

みょうが・桃・

とうもろこし・

うなぎ・枝豆

蓮・ひまわり・

夾竹桃・月見草・
朝顔

小アジ・カマス・

イワナ・セイゴ

文月

ブドウ・スダチ・
カボチャ・キュウリ・

サンマ

ホオスギ・萩・

彼岸花・キキョウ・

ナデシコ

ハタ・ハゼ・

イシモチ・ナマズ・

スミイカ

葉月

さつまいも・ナシ・

シソの葉・ホッケ・
サトイモ

金木犀・オミナエシ・

ケイトウ・コスモス・

ハナカタバミ

アイナメ・カマス・

イイダコ・鯉・

メジナ

長月

はくさい・栗・
にんじん・サケ・蛤

菊・シュウカイドウ・

モクフヨウ・ケイトウ

実ムラサキ

フグ・ボラ・ハゼ・

ブダイ

神無月

ゆず・ネギ・レンコン

リンゴ・スケトウタラ

千両・リンドウ・

ホトトギス・かんの

そう・キンセンカ

甘鯛・ムツ・
ハヤ・タナゴ

霜月

カブラ・ミズナ・サケ・

アンコウ・

ツバキ・寒菊・水仙・

サザンカ・寒アオイ

ヒラメ・タナゴ・ムツ

・寒ブナ・ブリ

師走

きょう菜・ダイコン・

セリ・ホウボウ・

ナマコ

寒牡丹・びわの花・

白梅・福寿草・

コブシ

石鯛・ボラ・

アイナメ・カンパチ・

ワカサギ

フナ

アナゴ牡丹

キス

温州みかん

改修工事


